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新庁舎に関する調査特別委員会での主な質疑意見等 

【水害対策】 

 L２の設定に関する考え方は平成２４年７月の九州北部豪雨災害の実績に基づくものか。  

 Ｌ２の想定雨量においては、堤防を越えるような浸水高となるが、職員の救援活動が可能

なのか？ 

 L２規模の水害が発生することを想定して、別の場所に防災センター設置を検討した方が

よいのではないか。 

  L２対策のため、床高を３ｍ程度かさ上げしたときのコストを提示すべきではないか。 

 敷地内の雨水対策についてどのように考えているか。（開発行為に関する対応） 

【坑道対策】 

 地質調査は１ｍあたり１万円程度とのことであるので、５０ｍ調査した方がいいのでは。  

 地質調査実施中の段階でべた基礎による工法と断定しない方がいいのではないか。  

【地震対策】 

 免震装置に関するメンテナンスのコストが必要になるのではないか。  

【その他】 

 市民が集えるような、カフェ等の食事ができるような施設を設置する予定はないのか。 

 


